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1. 会議の開催 

① 評議員会３回、理事会４回を実施した。 

 

 

2. 機関誌の発行 

① 年齢および習熟度に合わせた『不二一般版』・『不二中高版』・『不二小学上級版』・

『不二小学初級版』・『ペんの力』を毎月発行、研究誌『書学』を継続発行した。 

 

② 『不二』各誌の更なる充実を図り、伝統書道の継承、発展に貢献した。 

《令和５年度各誌発行部数》 

『不二一般版』       ７６，８２０部 

『不二中高版』      ５６，０７０部 

『不二小学上級版』   ９１，１００部 

『不二小学初級版』    ６１，５５０部 

『ペんの力』         ３９，７８０部 

『書学』            １，８００部   

年間発行部数       ３２７，１２０部 

 

③ 初級版・上級版・中高版の会員を対象とし、段級や展覧会スケジュール等の管理の

為に役立つ「２０２４年度 不二書道手帳」を発行し、４月号付録として会員各位

に贈呈した。 

 

 

3. 月例競書審査会の実施 

① 令和５年度も引き続き、会員の段級認定を行うため、毎月 1回実施した。 

 

② 審査会は、前年度の４日間から、金曜日（初級版）、土曜日（上級版・中高版）、日

曜日（一般版・ぺんの力）の３日間に短縮し、会場を東京都千代田区にある書道学

会本部とし、実施した。 

 

③ 公正な段位および級位認定を行う審査実施のため、引き続き各地の優秀教場・教室

長を地方審査員として迎え全国的な連帯を図った。 

 

④ 会員より出品された優秀作品を誌上および本会ホームページにおいて発表した。  
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4. 会友試験の実施 

① 『不二一般版』第６７回会友試験を令和５年１１月に実施した。 

・総受験者数                 ２名 

・合格者                   ０名 

・合格者累計数              ７５２名 

 

② 『ぺんの力』第５６回会友試験を令和５年１１月に実施した。 

・総受験者数                 ２名（内、１名欠席） 

・合格者                   ０名 

・合格者累計数              ２１９名 

 

 

5. 会員登録の実施 

① 公認段級位制の確立の一環として『不二一般版』・『不二中高版』・『不二小学上級版』

『ぺんの力』に於いてコンピュータによる段級管理を継続実施し、インターネット

による段級位の発表を引き続き行った。 

インターネットでの段級位発表の表示方法については、不二誌上の成績発表表示

に合わせ、さらに最新保有段級の表示を追加するなど、より分かりやすくするため

の機能改修を行い、国内・海外の会員等に対し学習のサポート体制の強化を図った。 

 

② 会員に対するサービスの迅速化を図るため、書学院・通信教育の会員データを統合

した会員システムの構築を行った。 

 

 

6. 表彰・段級認定の実施 

① 令和５年度優秀教場・教室長表彰式を、令和６年４月３日（水）如水会館に於いて

開催し、表彰状を授与した。 

  令和５年度の表彰対象者は教場長６６名、教室長２３１名の併せて２９７名。内、

新規優秀教場長２名および、新規優秀教室長８名の計１０名には表彰状に加えて、

標札を発行し贈呈した。 

 

② 各教場・教室長推薦の下、優秀教室会員表彰を行った。表彰者は学生、一般の計  

２１９名。その他、段級証明書８４６通、段級認定書５８通を発行した。 
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7. 検定試験の実施 

① 第６３回全国書道検定試験 

 《師範試験》 令和５年５月２５日（木） 

 《司教・助教》自宅試験（春）令和５年５月２０日（土）～６月５日（月） 

 《司教・助教》 自宅試験（秋）令和５年１０月１４日（土）～１０月３1日（火） 

 師範合格者               １名 

 司教合格者          ６名 

 助教合格者         １５名 

 合格者総数         ２２名 

 その他に書学院師範合格者       ５５名（書道） 

 これまでの師範取得者累計   １６，８２８名 

 

② 第４３回全国ペン硬筆検定試験 

 《師範試験》 令和５年５月２５日（木） 

 《司教・助教》自宅試験（春）令和５年５月２０日（土）～６月５日（月） 

 《司教・助教》自宅試験（秋）令和５年１０月１４日（土）～１０月３1日（火） 

 師範合格者               ０名 

 司教合格者               ３名 

 助教合格者          ８名 

 合格者総数         １１名 

 その他に書学院師範合格者        ９名（ペン） 

 これまでの師範取得者累計    １，３５１名 

 

③ 第９４回級位認定書道検定試験 

自宅試験 令和５年５月２０日（土）～６月５日（月） 

・ 上級認定者               ９名 

・ 中級認定者               ６名 

 

④ 第９５回級位認定書道検定試験 

自宅試験 令和５年１０月１４日（土）～１０月３１日（火） 

・ 上級認定者               ５名 

・ 中級認定者               ７名 

 

⑤ 第８４回級位認定ペン硬筆検定試験 

自宅試験 令和５年５月２０日（土）～６月５日（月） 

・ 上級認定者               ４名 

・ 中級認定者               １名 

・ 初級者認定               １名 
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⑥ 第８５回級位認定ペン硬筆検定試験 

自宅試験 令和５年１０月１４日（土）～１０月３１日（火） 

・ 上級認定者                ４名 

・ 中級認定者                ２名 

・ 初級認定者                ４名 

 

 

8. 文部科学省認定社会通信教育の実施 

① 文部科学省認定講座 

・「書道基礎科講座」「書道専攻科講座」「ペン習字基礎講座」 

「ペン習字教育講座」「篆刻入門講座」の５講座を継続開講した。 

 

② 併設講座 

・「速習ペン字講座」「写経入門講座」の２講座を継続開講した。 

 

③ 学習方法 

通信講座の受講者には、一括して教材を配布し、提出された課題の清書作品は

講師の添削・講評を付して採点結果を返送。各講座の所定の課程を修了した者

には、文部科学省認定本通信教育修了証を授与。 

 

④ 年間受講者数 

 書道基礎科講座  １２５名 

   書道専攻科講座   ３２名 

   ペン習字基礎講座 ２２４名 

   ペン習字教育講座  ２９名 

   篆刻入門講座    ５名 

   速習ペン字講座    ８名 

  写経入門講座    ７名 

  合計   ４３０名 

 

⑤ 受講修了者表彰 

・講座受講修了者の中で、成績優秀者を対象に文部科学大臣賞の授与を行う予定 

  だったが、受賞者は選考されたものの、授賞式は新型コロナウイルス感染防止   

 のため中止となった。 

＊文部科学大臣賞受賞者 ３名 

 

⑥ 生涯学習インストラクター 

・生涯学習１級インストラクター３名、２級インストラクター５名を社会通信 
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教育協会の人材バンクに登録。現在まで１級延べ２９９名、２級延べ６２８名。   

 

 

9. 指導者育成事業 

① 神田書学院を継続開講した。オンライン授業を導入し、地方から延べ２６名が

定期的に参加した。 

  Ⅰ期受講生数 ３７１名 Ⅱ期受講生数 ３６１名 Ⅲ期受講生数 ３７８名 

    受講生合計 １，１１０名 

 

② 夏季講座・冬季講座の開講 

夏季講座を令和５年７月２３日（日）より令和５年９月９日（土）まで実施し

た。参加受講生は１４６名となった。 

冬季講座を令和５年１１月７日（火）より令和６年２月４日（日）まで実施し

た。参加受講生は１２０名となった。 

 

③ 書学院卒業式を令和６年４月２７日（土）神田書学院に於いて挙行した。 

卒業作品を展示する第４７回書作展を開催。会場展示だけでなく、３６０度カ

メラを使ったＷｅｂ展も開催した。 

  ※第４７回 書作展 令和６年４月２６日（金）～４月２８日（日）の３日間 

   会場：神田書学院 

令和５年度卒業生６５名 うち師範取得者６４名 
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10. 公募展の開催 

(ア)第４５回全国公募千字文大会（共催 日本書道藝術専門学校） 

令和５年９月２３日から令和５年９月２５日の会期で日本書道藝術専門学校な

らびに東洋文化不二研修所にて展覧会を開催した。 

特別賞受賞作品をホームページならびに本会発行の「不二一般版」・「ぺんの力」・

「不二中高版」・「不二上級版」「不二初級版」に掲載し、作品を広くご鑑賞いただ

いた。 

① 会   場  日本書道藝術専門学校・東洋文化不二研修所 

② 会   期  令和５年９月２３日（土）～ ２５日（月） 

③ 表 彰 式  令和５年９月２４日（日） 

於日本書道藝術専門学校 

④ 褒   賞  文部科学大臣賞、静岡県知事賞、伊東市長賞他 

⑤ 総出品点数  ８，６９４点 

【毛筆の部】６，２３３点 

特別賞４５点 特選８９０点 優秀１，２５６点  

秀作２，１９３点 佳作１，８９４点 

【硬筆の部】２，４３９点 

特別賞２５点 特選３４３点 優秀４８８点 秀作８５０点 佳作７３３点 

【篆刻の部】２２点 

特別賞０点 特選３点 優秀５点 秀作８点 佳作６点 

 

(イ)書初不二誌上展の実施 

① 審査会  令和６年 1月２１日（日） 

② 特選作品および成績を『不二』３月号誌上、本会ホームページにて発表した。 

③ 出品点数  ５，３４６点 

 【小学初級の部】 １，６２１点 

特選 ３１２点 金賞 ３４２点 銀賞 ４８４点 銅賞 ４８３点 

 【小学上級の部】 １，７３９点 

特選 ３３２点 金賞 ３６５点 銀賞 ５２２点 銅賞 ５２０点 

 【中学・高校の部】   ７９０点 

特選 １３３点 金賞 １８２点 銀賞 ２３６点 銅賞 ２３９点 

 【一般の部】 １，０２９点 

特選 １９４点 金賞 ２１９点 銀賞 ３０８点 銅賞  ３０８点 

 【ぺんの部】   １６７点 

特選  ３４点 金賞  ３３点 銀賞  ５１点 銅賞  ４９点 
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(ウ)第７３回書道學會展 

令和５年度は以下の通り開催した。 

① 会   場 第一会場／第二会場 東京都美術館 ２階 第２・３展示室 

② 会   期 令和６年 1月４日（木）～ １０日（水） 

③ 授 賞 式 令和６年１月５日（金） 於東京都美術館講堂 

④ 褒   賞 内閣総理大臣賞、文部科学大臣賞、中国大使賞、東京都知事賞

他 

⑤ 出品点数   ５６０点（公募＋役員） 

⑥ 入 場 者 数  ２，４３７人 

【第１会場】 

公 募 出 品 数 １９４点 

（第１部７４点・第２部９４点・第３部１５点・第４部２点・第５部９点） 

展示対象点数 ３７４点（公募１７４点＋役員出品２００点） 

【第２会場】 

公 募 出 品 数 １６６点 

（第１部４１点・第２部９８点・第３部２５点・第４部２点） 

展示対象点数 １４８点 

 

本会発行の「不二一般版」・「書学」令和６年２月号に於いて役員、一般公募の優秀  

作品を特集し、また、ホームページで紹介した。 

 

(エ)第７３回全日本学生書道展 

令和５年度は以下の通り開催した。 

① 会   場  東京都美術館 ２階 第４展示室 

② 会   期 令和６年 1月４日（木）～ １０日（水） 

③ 授 賞 式 令和６年１月５日（金） 於東京都美術館講堂 

④ 褒   賞  文部科学大臣賞、中国大使館賞、東京都教育委員会賞他 

⑤ 出 品 点 数  ２，７６３点 

            （内小学生１，５００点＋中高生１，２６３点） 

⑥ 展 示 点 数  １，６４０点  

            （内小学生１,０３３点＋中高生６０７点） 

⑦ 入 場 者 数  ３，３６８人 

 

本会発行の「不二中高版」・「不二上級版」・「不二初級版」令和６年２月号に於いて

優秀作品を特集し、また、ホームページで紹介した。 
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（オ）不二現代書展 

 

第３６回不二現代書展 

令和５年３月に開催を予定していたが、大阪市立美術館が大規模修繕工事のため、

令和５年７月に、以下の通り、兵庫県立美術館にて開催した。会期は前期・後期

に分け、７月６日（木）１５時閉展後に展示替えを行った。 

① 会   場  兵庫県立美術館 ギャラリー棟３階 ギャラリー 

② 会   期  令和５年７月４日（火）～ ９日（日） 

        ・前期：７月４日（火）～６日（木） 

         【展示】本年度審査員・特別賞受賞作品・公募入選作品 

        ・後期：７月７日（金）～９日（日） 

         【展示】本年度審査員・特別賞受賞作品・役員作品 

③ 授 賞 式  令和５年７月８日（土）  

於 兵庫県立美術館レクチャールーム 

④ 褒   賞  文部科学大臣賞、兵庫県知事賞、神戸市長賞他 

⑤ 出品点数  ３４６点 

・ 公募出品点数 ２１６点（第１部１４５点・第２部７１点） 

・ 役員出品点数 １３０点 

（本年度審査員３点・審査員６８点・無鑑査５９点） 

⑥ 展示点数  ３３２点 

・ 公募出品点数 ２０２点（第１部１４２点・第２部６０点） 

・ 役員出品点数 １３０点 

（本年度審査員３点・審査員６８点・無鑑査５９点） 

⑦ 入場者数  ６０６人 

 

「不二一般版」・「書学」、２０２３年８月号に於いて優秀作品と共に特集し、また、

ホームページで紹介した。 

特別展示として、「不二一般版」一字書の優秀作品４４点を展示した。 
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 第３７回不二現代書展 

大阪市立美術館が大規模修繕工事のため、前回展に続き、兵庫県立美術館にて開

催した。会期は前期・後期に分け、３月２６日（木）１５時閉展後に展示替えを

行った。 

① 会   場  兵庫県立美術館 ギャラリー棟３階 ギャラリー 

② 会   期  令和６年３月２６日（火）～ ３１日（日） 

        ・前期：３月２６日（火）～２８日（木） 

         【展示】本年度審査員・特別賞受賞作品・公募入選作品 

        ・後期：３月２９日（金）～３１日（日） 

         【展示】本年度審査員・特別賞受賞作品・役員作品 

③ 授 賞 式  令和６年３月３０日（土）  

於 兵庫県立美術館レクチャールーム 

④ 褒   賞  文部科学大臣賞、兵庫県知事賞、神戸市長賞他 

⑤ 出品点数  ３３４点 

・ 公募出品点数 １９８点（第１部１３４・第２部６４点） 

・ 役員出品点数 １３６点 

（本年度審査員４点・審査員７２点・無鑑査６０点） 

       ⑥ 展示点数  ３２６点 
・ 公募出品点数 １９０点（第１部１３０点・第２部６０点） 

・ 役員出品点数 １３６点 

（本年度審査員４点・審査員７２点・無鑑査６０点） 

    ⑦ 入場者数  ５０１人 
 

「不二一般版」・「書学」、２０２４年４月号に於いて優秀作品と共に特集し、また、

ホームページで紹介した。 

特別展示として、「不二一般版」一字書の優秀作品 48点を展示した。 

 

 

11. 二百萬巻冩經推進事業 

① 写経塔・筆塚供養祭の開催 

令和５年１０月１日（日）東洋文化不二研修所に於いて開催した。 

② 令和６年３月３１日現在 納経巻数 １,５５１,９７７巻 
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12. 書道教育推進事業 

① 日本書道藝術専門学校校長の主導により推進されてきた「書道教育特区」は、

その教育成果、実績が認められ、平成２１年度より「書道科書道」の授業が全

国展開されるに至った。本会でも全国展開を受けて、引き続き静岡県内小学校

７校への講師の派遣支援を行った。 

 

 

13. 新和様・漢字造型書作家協会の活動 

① 会報３９号の発行 

協会の各事業の報告と、第３５回色紙展の出品作１４３点を収録し、会員に配

布した。 

 

② 第３５回 新和様・漢字造型書作家協会 色紙展 

     令和５年９月１日（金）より３日（日）まで、神田書学院に於いて開催。 

     色紙作品１４３点を展示した。 

 

③ 第２９回 新和様・漢字造型書作家協会 選抜展 

  令和５年８月７日（日）より１３日（日）まで、東京芸術劇場に於いて開催。 

     新和様作品または漢字造型作品８７点を展示。 

     新和様・漢字造型書作家協会会員が日頃研究を行っている新和様書と漢字造型   

     書への研究成果を発表した。 

「書学」令和５年９月号において特集した。 

 

 

14. 第１４回「漢字造型」と「傳統の冩經」展 

① 会期 令和５年９月１９日（火）～２４日（日） 

② 会場 東京鳩居堂画廊 

③ 展 示 点 数  ３５点（ほか学会の写経資料を展示） 

 

 

15. 伊豆川奈東洋文化不二研修所 
① 令和４年度より場面を限定して供用を再開している。令和５年度も、第４５回全

国公募千字文大会の小学部特選作品の展示、供養祭などに利用した。 

 

 

16. 講習会・書道展の後援協力  

① 全国の書道展・講習会に後援協力した。本年度後援件数 １０件 

 


